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和
四
十
三
年
十
一
月

四
日
市
市
議
会
臨
時
会
目
次

第
一
号
(
+
一
月
十
一
日
）

会
誤
録
署
名
議
員
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指
名
に
つ
い
て
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昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
説
明
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議
案
説
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質
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助
役
の
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い
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謡
案
説
明
：
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第
二
号
(
+
一
月
十
三
日
）

昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
質
疑
：
特
別
委
員
会
設
置
：
付
託
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国
民
年
金
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
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町 昭

委
員

和
四

第
三
号
（

昭

十
一
月
十
九

十
二
年
度
四

和
四
十
三
年
十

1

月
十
一
日

日）

四

日

市

市

議

会

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

＾ オ

号
）

日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

長
報
告
：
質
疑
、
討
論
、
議
決
．
．
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．
．
．
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及
び
字
の
区
域
並
び
に
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
説
明
：
質
疑
＼
討
論
、
議
決
：
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第 第

六

発

議

第

七

号

第第 第 第 第

五 四
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
一
日
（
月
曜
日
）

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
一
日
（
月
）
午
後
二
時
開
会

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
九
七
号

議
案
第
九
八
号

議
案
第
九
九
号

昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に

各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
議
案
説
明

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
議
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決

助
役
の
選
任
に
つ
い
て
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

国
民
年
金
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て

．．．．．．．． 
，
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0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件
し

会
談
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

0
議

事

日

程

第

一

号

碩
和
四
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市
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議
会
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会
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0
出
席
議
員
（
四
十
二
名
）

第

六

第

五

第

四

第第

諧
案
第
九
九
号

国
民
年
金
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

議
案
第
九
七
号

議
案
第
九
八
号

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

日

沖

武

男

君

服長

，谷

JI I 部

昌

弘

君

鐸

元

君

野

崎

貞

芳

君

生

JII 

平

蔵

君

豊

田

稔

君

坪

井

妙

子

君

辻

誠

君

高

橋

力

君

志

積

政

君

坂

上

長

十

郎

君

後

藤

藤

太

郎

君

小

林

喜

夫

君

小

林

哲

夫

訓

覇

也

君君

喜

多

野

男等

君

JII 

村

潔

加

藤

定

男

君君

笠

田

七

衛

君

大

谷

喜

正

君

大

島

武

雄

君

岩

田

久

雄

君

伊

藤

信

君

伊

藤

太

郎

君

伊

藤

泰

君

伊

藤

金

君

荒

木

武

治

君

天

春

文

雄

君

昧

岡

郎

君

昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
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〇
瞭
案
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

反
席
議
員
（
二
名
）

消

防

長

次

長

富 、凶c.
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山

光・

君

伝

之

助

君
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育

長
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休

武
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副

収

入

役
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木

喜

代

次

君
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．

建

設

部

長

園

浦

和

巳

君

衛

生

部

長

中

英

郎

君

厚

生

部

長

小

山：西

忠

．

＇

君

．
臣

産

業

部
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務

長

務
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部部

長
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彦
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藤

涼

総

平

井

清

君君

、
入

市

長

公

室
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A
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泌
リ
U
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男
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収

役
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司藤

良

助

役

加

寛
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助

役

市
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君

谷

ロ

専

九

君

吉

垣

照

男

君

山

本

勝

辛

君

山

中

忠

君

山

ロ

信

生

君

矢

田

繁

郎

君

安

垣

勇

君

＇ ノ‘

平

豊

司

君

宮

田

勇

君

松

島

良

君

増

山

英

君

前

J 11 

辰

男

君

藤

井

泰

治

郎

君

日

比

義

平

君
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市
長
。

0
市
譲
会
事
務
局

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
、

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
事
日
程
第
一
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、

要
求
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
議
事
説
明
者
の
氏
名
は
、

な
お
、
土
木
部
長
は
公
務
の
た
め
欠
席
い
た
し
ま
し
た
か
ら
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

0
議
長
、
（
伊
藤
泰
一
君
）

た
だ
い
ま
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

〇
諧
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
な
い
ま
す
。

会
識
録
署
名
識
員
は
、
会
巖
規
則
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
厳
長
に
お
い
て
山
中
君
及
び
小
林
喜
夫
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で
の
九
日
間
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

日
程
第
三

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

0
市
長
、
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

日
程
第

代

表

監

査

委

員
午
後
二
時
五
分
開
会

四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

ぉ
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
要
求
書
写
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
識
題
と
い
た
し
ま
す
。

ご
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
会
期
は
九
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
第
九
十
七
号
昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

次
に
、
日
程
第
三
、
議
案
第
九
十
七
号
昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等

決
算
認
定
に
つ
い
て
を
誤
題
と
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
壇
〕

た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
ま
し
た
昭
和
四
十
二
年
度
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
出
席
議
員
は
、
三
十
七
名
で
あ
り
ま
す
。

主

ー

事

板

崎

大

之

丞

君

主

事

柴

田

静

良

君

誤

事

係

長

小

坂

靖

君

次

長

森

正

太

郎

君

事

務

局

長

菊

森

地

英

也

君

新

八、、

君

', 

i 

i
i

仁
笠
―
ぷ
＇
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以
上
の
と
お
り
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
桜
財
産
区
決
算
の
総
計
は
、

百
六
十
三
円
の
実
質
剌
余
金
で
あ
り
ま
す
。

一？
 

歳
入
が
九
十
七
億
七
千
八
百
九
万
二
千
五
百
六
十
円
、
歳
一

康
保
険
会
計
三
千
六
百
二
十
三
万
八
千
二
百
九
十
八
円
、

と
畜
場
食
肉
市
場
会
計
六
十
万
六
千
三
百
十
九
円
、

市
営
魚
市
場
会
計
十
三
万

万
三
千
四
百
五
十
五
円

公
益
質
屋
会
計
八
千
九
百
三
十
九
円
、

競
輪
事
業
会
計
一
億
四
千
三
百
八
十
五
万
四
千
七
百
十
八
円
、

国
民
健

六
万
二
千
四
百
三
十
九
円
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、

繰
り
越
し
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

八
％
）

一
般
会
計
の
歳
入
に
お
い
て
は
、
決
算
額
は
六
十
一
億
二
千
百
二
十
八
万
七
千
八
百
八
十
八
円
と
な
り
、
予
算
額
五
十
九
億
四

千
八
百
十
六
万
四
千
五
百
九
円
に
比
し
、

一
億
七
千
三
百
十
二
万
一
＝
千
三
百
七
十
九
円
の
収
入
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
額
に
対
し
執

行
率
は
約
一

0
ニ
・
九
％
と
な
り
ま
す
が
、
調
定
額
六
十
二
億
七
千
二
百
八
十
九
万
七
千
百
七
十
五
円
に
対
し
て
は
約
九
七
・
六
％
の
収

入
率
で
あ
り
ま
す
。

収
入
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入
が
三
十
五
億
八
千
五
百
六
十
一
万
一
千
八
百
七
十
円
で
、
歳
入
決
算
額
の
約
宜
八
・
六
％
と
な

り
、
市
税
以
外
の
収
入
が
二
十
五
億
三
千
五
百
六
十
七
万
六
千
十
八
円
で
約
四
一
•
四
％
と
な
り
ま
す
。

市
税
収
入
に
お
い
て
は
、
自
然
増
収
を
み
た
結
果
、
予
算
額
よ
り
二
億
八
千
二
百
六
十
四
万
二
千
八
百
七
十
円
の
収
人
増
と
な
り
ま
し

た
が
、
市
税
以
外
の
収
入
に
お
い
て
は
、
地
方
譲
与
税
、
県
支
出
金
及
び
諸
収
入
等
で
予
算
超
過
の
反
面
、
国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
及
び

市
債
で
事
業
の
一
部
繰
り
越
し
並
び
に
税
収
等
の
伸
び
に
よ
り
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
要
し
な
か
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
予
算
不
足
と

な
り
、
差
し
引
き
予
算
額
よ
り
一
億
九
百
五
十
一
万
九
千
四
百
九
十
一
円
の
収
入
減
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
や
む
を
得
ず
不
納
欠
損
処
分
に
付
し
た
額
三
百
五
十
六
万
五
千
三
百
七
十
七
円
を
除
｀
い
て
、
市
税

そ
の
他
で
一
億
四
千
八
百
四
万
一
1

一
千
九
百
十
円
を
生
じ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
徴
収
確
保
に
は
一
段
の
努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
決
算
額
は
五
十
五
億
九
千
八
百
二
十
一
万
五
千
四
百
四
十
九
円
で
、
翌
年
度
事
業
繰
越
額
一
一
億
四
千
直
六

円
に
比
し
、

十
一
万
円
を
含
め
る
と
五
十
八
億
三
千
九
百
八
十
二
万
五
千
四
百
四
十
九
円
と
な
り
、
予
算
額
五
十
九
億
四
千
八
百
十
六
万
四
千
万
臼
九

一
億
八
百
三
十
三
万
九
千
六
十
円
の
不
用
額
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
額
に
対
し
執
行
率
は
約
九
四
・
一
努
と
な
り
ま
す
が
、

翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
約
九
八
・
ニ
％
の
執
行
率
で
あ
り
ま
す
。

支
出
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
付
属
書
類
の
主
要
施
策
実
績
報
告
書
に
よ
り
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
各
款
に
お
け
る
予

算
執
行
率
は
、
議
会
費
九
九
・
五
％
、
総
務
費
九
七
・
七
％
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
九
七
・
九
％
）
、
民
生
費
九
九
・
ニ
％

衛
生
費
九
六
・
九
％
、
労
働
費
九
五
・
三
％
、
農
林
水
産
業
費
九
八
・
七
％
、
商
工
費
九
九
・
一
％
、
土
木
費
九
四
・
八
％
（
翌
年
度
事

j

七
％
）
、
消
防
費
九
九
•
四
％
、
教
育
費
八
四
・
七
％
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
九
九

業
繰
越
額
を
含
め
る
と
九
＼
．

災
害
復
旧
費
八
九
・
三
％
及
び
公
債
費
八
八
・
八
％
で
あ
り
ま
す
。

円
、
事
故
繰
り
越
し
に
よ
る
も
の
が
体
育
館
建
設
事
業
費
ほ
か
四
件
で
二
億
三
百
五
十
一
万
円
、
合
計
二
億
四
千
百
六
十
一
万
円
の
事
業

翌
年
度
事
業
繰
越
額
に
つ
い
て
は
、
繰
越
明
許
費
に
よ
る
も
の
が
子
酉
・
八
王
子
線
跨
線
橋
架
設
事
業
費
ほ
か
二
件
で
三
千
八
百
十
万

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
五
億
二
千
三
百
七
万
二
千
四
百
三
十
九
円
の
剌
余
金
を
生
じ
ま
し
た
が
、
こ
の

う
ち
に
は
翌
年
度
事
業
繰
越
財
源
充
当
額
一
億
二
千
四
百
一
万
円
を
含
み
ま
す
の
で
、
実
質
剌
余
金
は
こ
れ
を
除
い
た
額
三
億
九
千
九
百

9

次
に
、
各
特
別
会
計
及
び
桜
財
産
区
に
お
い
て
は
、

所
三
百
十
八
万
九
千
三
百
円
、
基
金
会
計
枯
災
害
救
助
基
金
、
小
菅
科
学
教
育
振
興
基
金
及
び
財
政
調
整
基
金
の
合
計
二
千
八
白
二
十
四

ま
ず
、

い
ず
れ
も
歳
入
歳
出
差
し
引
き
剌
余
金
を
生
じ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
市
立
印
刷

二
千
三
百
三
十
一
円
、
公
共
下
水
道
会
計
三
千
百
八
十
八
万
四
千
三
百
六
十
三
円
、
西
浦
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
十
四
万
二
千
八
百
三

十
四
円
、
桜
財
産
区
二
十
万
二
千
七
百
七
十
円
の
剌
余
金
で
あ
り
ま
す
e

な
お
、
公
共
下
水
道
会
計
は
、
剌
余
金
の
う
ち
翌
年
度
事
業
繰
越
財
源
充
当
額
七
百
十
万
円
を
差
し
引
き
二
千
四
百
七
十
八
万
四
千
―
―
―
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0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
誤
案
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
壇
〕

市
長
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

0
議
長

（
伊
藤
泰
一
君
）

次
に
、

日
程
第
五
、
議
案
第
九
十
九
号
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
町
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
五
議
案
弟
九
十
九
号
助
役
の
選
任
に
つ
い
て

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か

そ
れ
で
は
、
誠
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

ご
呉
緞
な
し
と
認
め
ま
す
。

出
が
九
十
億
一
千
五
十
一
万
六
千
七
百
九
十
四
円
で
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
七
億
六
千
七
百
五
十
七
万
五
千
七
百
六
十
六
円
の
剌
余
金
を

昭
和
四
十
三
年
度
へ
繰
り
越
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、

昭
和
四
十
二
年
度
用
品
購
入
基
金
及
び
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
別
冊
調
書
の
と
お
り
で
あ
り
ま

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
う
え
、
ご
認
定
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
蟻
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

提
案
理
由
の
説
明
、

議
案
第
九
十
八
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〇
諮
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

次
に
、

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

日
程
第
四
、
誤
案
第
九
十
八
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
談
題
と
い
た
し
ま
す
。

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
壇
〕

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
九
十
八
号
は
、
市
内
霞
ケ
浦
地
内
に
お
け
る
霞
ケ
浦
海
没
地
埋
め
立
て
復
元
工
事
の
請
負
契
約
で
あ
り
ま
し
て
、
随
意
契
約
に

よ
り
金
額
二
億
三
千
五
百
万
円
を
も
っ
て
名
古
屋
市
中
村
区
広
井
町
三
丁
目
八
十
八
番
地
大
成
建
設
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
と
工
事
請
負

契
約
を
締
結
い
た
し
た
く
、
ご
提
案
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
審
誤
い
た
だ
き
、
ご
決
議
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
緞
案
第
九
十
八
号
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に

採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
眠
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
談
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
眠
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
談
案
第
九
十
八
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と

別
段
、
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

市
長
。

日
程
第
四

誤
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

ぉ
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
議
事
日
程
に
従
い
ま
し
て
、
本
件
に
関
す
る
審
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提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

0
坂
上
長
十
郎
君

わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、

昭
和
三
十
四
年
に
国
民
年
金
が
発
足
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
皆
年
金
の
趣
旨
が
制
度
化

さ
れ
、
逐
年
そ
の
内
容
の
充
実
が
は
か
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
に
お
け
る
老
齢
人
口
の
急
増
や
核
家
族
化
の
進
行
等
、
老
人
を
取
り

巻
く
き
び
し
い
社
会
情
勢
が
老
齢
年
金
の
果
た
す
役
割
り
を
ま
す
ま
す
増
大
さ
せ
、
ま
た
市
民
の
期
待
も
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
現
在
の
国
民
年
金
の
内
容
は
、
過
去
数
次
に
わ
た
っ
て
改
善
が
は
か
ら
れ
た
と
は
い
え
、
他
の
制
度
に
比
べ
て
も
、
ま
た
市
民
の

生
活
水
準
、
近
時
の
物
価
高
等
と
対
比
し
て
考
え
て
も
そ
の
給
付
額
は
き
わ
め
て
低
く
、
依
然
と
し
て
生
活
を
さ
さ
え
る
だ
け
の
年
金
に

は
至
っ
て
い
な
い
実
情
に
あ
り
ま
す
。
福
祉
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
七
十
歳
以
上
の
老
人
の
う
ち
、
所
得
制
限
の
た
め
約
五

0
％
以
上
の

人
が
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

〔
坂
上
長
十
郎
君
登
壇
〕

坂
上
君
゜

ま
す
。

〇
巖
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

次
に
、
日
程
第
六
、
発
議
第
七
号
国
民
年
金
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し

日
程
第
六
発
巖
第
七
号
国
民
年
金
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

非
常
に
ふ
つ
つ
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
は
議
会
の
ご
同
意
を
賜
わ
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
存
じ
ま
す
。
特
別
職
に
と
り
ま
し
て
誤
会
の
ご

同
意
を
賜
わ
り
ま
す
こ
と
は
、
間
接
選
挙
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

v 

一
日
一
日
を
充
実
さ
し
て
、
市
勢
発
展
の
た
め
に
一
そ
う
努
力
い
た
し
た
い
と
思
い

よ
い
よ
そ
の
責
任
の
重
い
こ
と
を
感
ず

〇
助
役
（
岩
野
見
斉
君
）

た
だ
い

〔
助
役
（
岩
野
見
斉
君
）
議
場
中
央
に
進
む
〕
（
拍
手
）

ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い
ま
す
。

と
に
決
し
ま
し
た
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

ご
異
議

本
件
は
、
市
長
の
推
鷹
者
に
同
意
す
る
こ
と
に
ご
異
巌
あ
り
ま
せ
ん
か
。

な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
議
案
第
九
十
九
号
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
こ

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

そ
れ
で
は
、
議
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

〇
諧
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
ご
異
巖
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
談
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
談
案
第
九
十
九
号
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、

別
段
、
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

（
「
な
し
」
と
呼
ふ
者
あ
り
）

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
う
え
、
ご
同
意
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

選
任
い
た
し
た
く
、
ご
審
議
を
お
願
い
い
た
す
次
第
で
、

同
氏
の
ご
経
歴
は
お
手
元
の
経
歴
書
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

艤
案
第
九
十
九
号
は
、

直
ち
に

本
市
の
助
役
岩
野
見
斉
氏
が
来
た
る
十
一
月
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
再
び
同
氏
を
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本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

次
会
は
、
来
た
る
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
識
ぁ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ご
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

国
民
年
金
は
他
の
制
度
と
の
均
衡
を
は
か
り
つ
つ
、
ま
ず
時
代
の
要
請
に
対
応
し
得
る
給
付
額
の
大
晦
引
き
上
げ
と
、

福
祉
年
金
に
お
け
る
諸
制
度
の
廃
止
と
給
付
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
不
利
な
条
件
下
に
置
か
れ
て
い
る
中
高
年
齢
者
や
、
年
金

権
に
結
び
つ
か
な
い
者
に
対
す
る
具
体
的
対
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
対
象
者
が
低
所
得
階
層
の
多
い
国
民

年
金
に
お
い
て
は
、
以
上
の
実
現
に
つ
い
て
国
庫
の
大
幅
な
負
担
な
ど
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
執
行
す
る
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
者
で
あ
る
国
の
負
担
が
当
然
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

十
分
で
な

い
た
め
市
財
政
か
ら
の
趙
過
負
担
も
き
わ
め
て
大
き
い
現
状
か
ら
も
、
こ
れ
が
正
常
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
特
別
隙
資
制
度
に
つ
い
て

は
、
そ
の
積
立
金
の
性
格
か
ら
も
そ
の
融
資
ワ
ク
を
市
町
村
の
融
資
需
要
が
ま
か
な
え
る
程
度
に
充
実
、
拡
大
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え

現
在
、
中
央
に
お
い
て
昭
和
四
十
四
年
度
実
施
を
目
途
に
国
民
年
金
制
度
の
全
般
に
つ
い
て
大
晦
改
善
を
検
討
中
で
あ
り
、
過
日
、
国

民
年
金
審
議
会
か
ら
の
答
申
も
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
六
項
目
に
つ
い
て
意
見
書
提
出
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
審
誤
の
う
え
、
ご
賛
同
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
発
議
第
七
号
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

こ
れ
よ
り
発
議
第
七
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。
本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
発
議
第
七
号
国
民
年
金
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

午
後
二
時
二
十
七
分
散
会

ー／ 5- ー／ダー



昭
和
四
十
―
―
―
年
十
一
月
十
三
日

四

日

市

市

議

会

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

（

オ

ニ

号

）
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第 第

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
三
日
（
水
曜
日
）

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
三
日
（
水
）
午
前
十
時
開
議

議
案
第
九
七
号

議
案
第
九
七
号

0
出
席
談
員
（
四
十
名
）

昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算

荒 天

木

武

治

君

春

文

曇

雄

君

味

岡

郎

君

並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
議
案
質
疑
：
特
別
委
員
会
設
鷹
｀
・
・
付
託

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

0
議

事

日

程

第

二

号

芦

和

四

一

十

三

狂

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

誤

録

オ

ニ

号

米

田

好

兼

速

記
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0
市
巖
会
事
務
局

〇
欠
席
議
員
（
四
名
）

〇
誤
案
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

主

事

板

崎

大

之

丞

君

主

事

柴

田

静

良

君

謡

事

係

長

小

坂

靖

君

次

長

森

正

太

郎

君

事

務

局

長

菊

地

英

也

君

代

表

監

査

委

員

森

新

八

君

消

防

長

富

山

光

君

次

長

滝

伝

之

助

君

教

育

長

栗

林

武

男

君

収

入

役

村

木

喜

代

次

君

L
 

互
出 建

設

部

長

園

浦

和

己

君

土

木

部

長

輪

喜

代

司

君

衛

生

部

長

中

山

英

郎

君

厚

生

部

長

小

西

忠

臣

君

産

業

部

長

阿

南

輝

彦

君

税

務

部

長

伊

藤

涼

君

総

務

部

長

平

井

清

君

市

長

公

室

長

谷

沢

文

男

君

収

入

役

庄

司

良

君

助

役

加

藤

寛

嗣

君

助

役

岩

野

見

斉

君

市

長

九

鬼

喜

久

男

君

山

中

忠

君

前

JII 

辰

男

君

谷

ロ

専

九

君

志

積

政

吉

垣

君

照

男

君
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た
だ
い
ま
の
ご
質
問
に
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
壇
〕

市
長
。

あ
り
ま
す
の
で
こ
の
場
で
お
尋
ね
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
多
く
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
に
残
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す

〔
山
本
勝
君
登
壇
〕

山
本
君
。

日
程
第

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

本
日
の
誤
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
事
日
程
第
二
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、

議
案
第
九
十
七
号
昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

0
山
本
勝
君

昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
質
問
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
細
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
ほ
ど
編
成

を
さ
れ
ま
す
特
別
委
員
会
の
中
で
検
討
、
審
査
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
中
で
、
市
長
の
報
告
説
明
で
は
こ
ま
か
く
説
明
が
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、
各
費
目
の
総
体
的
な
締
め

く
く
り
と
し
て
実
質
剰
余
金
が
一
ー
一
億
九
千
九
百
六
万
何
が
し
、
こ
う
い
う
こ
と
が
報
告
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
金
額
を
研
究
し
て
み
ま
す
と
、
市
税
収
入
の
約
一
割
以
上
に
も
達
す
る
金
額
で
あ
り
ま
す
。
世
間
一
般
に
会
社
経
営
な
ど
に
い
わ
れ

る
、
実
質
剌
余
金
が
で
き
た
か
ら
会
社
の
経
営
が
上
昇
云
々
、
こ
う
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
の
予
算
執
行
に
あ

た
っ
て
、
実
質
剰
余
金
が
多
額
に
の
ぽ
っ
た
か
ら
地
方
自
治
体
の
中
に
お
け
る
市
民
要
求
な
り
が
は
た
し
て
満
足
に
で
き
た
の
か
ど
う
か

こ
う
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
現
に
、
昭
和
四
十
三
年
度
半
ば
に
お
い
て
も
、

こ
う
い
う
こ
と
を
、
地
方
自
治
体
の
予
算
執
行
の
中
で
は
十
分
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
残
っ
た
か
ら
市
民
要
求
が
完
全
に
な
く
な
っ
て
い
る

三
億
九
千
九
百
万
と
い
う
の
は
非
常
に
膨
大
な
金
額
で
あ
り
ま
す
し
、

一
般
市
民
要
求
と
い
う
の
が
ま
だ
ま

し
た
が
っ
て
、

以
上
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
一
、
議
案
第
九
十
七
号
昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認

三
億
九
千
九
百
万
と
い
う

四
十
二
年
度
の
決
算
で
こ
れ
だ
け
の
金
額
が
残
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
と
し
て
は
地
方
自
治
体
の
予

算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
剰
余
金
が
出
る
こ
と
自
体
が
好
ま
し
い
、
決
し
て
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
要
求
も
完
全
に

解
決
を
さ
れ
、
な
お
か
つ
そ
の
上
に
お
い
て
実
質
剰
余
金
が
出
た
と
い
う
な
ら
ば
、
私
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
民
要

求
と
い
う
も
の
が
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
お
る
、
解
決
を
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
態
の
中
で
は
、
こ
れ
だ
け
の
剌
余
金
が
出
た
と
い
う
こ

こ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
問
題
で

と
に
つ
い
て
一
体
予
算
執
行
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

実
質
剰
余
金
が
三
億
九
千
九
百
六
万
二
千
四
百
三
十
九
円
も
計
上
し
て
、
市
民
の
要
望
に
も
十
分
こ
た
え
ず
に
こ
れ
だ
け
実
質
剌
余
金

が
出
て
い
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
剌
余
金
に
つ
き
ま
し
て
は
四
十
一
年
度
ま
で
の
繰

四
十
二
年
度
単
年
度
と
い
た
し
ま
し
た
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
大
き
な
金
額
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

り
越
し
額
も
入
っ
て
お
り
ま
す
わ
け
で
、

本
日
の
出
席
議
員
は
、
三
十
三
名
で
あ
り
ま
す
。

午
前
十
時
四
分
開
議

た
だ
い
ま
か
ら
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

ーる3- ーる2- ≫ 



〔
大
島
武
雄
君
登
壇
〕 大

島
君
゜

は
な
い
か
、
こ
の
よ
う
に
指
摘
を
し
た
い
わ
け
で
す
。

で
、
い
ろ
ん
な
積
み
立
て
の
問
題
等
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

「
今
後
さ
ら

い
ま
私
た
ち
が
市
内
を
歩
い
て
い
る
中
で
は
、
ま
だ
多
く

ーるターヽ

加
う
る
に
、
そ
の
年
間
の
自
然
増
と
か
、
あ
る
い
は
景
気
の
上
昇
に
よ
る
と
こ
ろ
の
自
然
増
と
い
う
も
の
が
相
当
大
き
く
作
用
を
い
た
し

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
ま
で
含
め
て
年
間
予
算
を
運
営
す
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
私
は
剰
余
金
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

こ
う
い
う
よ
う
な
剰
余
金
ま
で
見
込
ん
だ
無
理
な
予
算
を
組
ん
で
お
る
の
が
自
治
体
の
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

や
は
り
そ
れ
だ
け
自

然
増
と
い
う
も
の
が
は
ね
返
る
ぐ
ら
い
経
済
力
が
大
き
い
と
い
う
よ
う
な
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
は
、
私
は
こ
の
よ
う
な
形
式
の
剌
余
金

県
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
た
と
え
ば
愛
知
県
が
剰
余
金
が
、
積
立
金
が
五
十
五
低
円
あ
る
と
か
、
大
阪
が
四
十
五
い
月
あ
る
と
か
、
東

京
が
ど
れ
だ
け
あ
る
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
剰
余
金
を
積
み
立
て
て
お
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
四
日
市
市
の
場
合
は
別
に
大
き
な

積
み
立
て
を
い
た
し
て
お
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
然
増
と
と
も
に
ま
た
繰
越
剌
余
金
が
た
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
実
質

剰
余
金
三
億
九
千
万
と
い
う
よ
う
な
運
営
と
い
う
の
は
、
私
は
健
全
計
政
を
維
持
し
て
い
く
上
に
お
い
て
は
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

〔
山
本
勝
君
登
壇
〕

す
と
、
収
入
面
に
お
い
て
も
予
算
で
や
ら
れ
て
お
っ
て
、
実
質
執
行
し
て
い
く

0
山
本
勝
君
た
だ
い
ま
市
長
の
説
明
を
聞
い
て
お
り
ま

中
で
は
予
算
に
対
し
て
の
収
入
が
ふ
え
る
、
そ
の
分
も
見
込
ま
れ
る
。
あ
る
い
は
、
四
十
一
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
て
ま
い
っ
た
剌
余
金

が
こ
の
中
に
も
入
っ
て
い
る
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
ら
ば
、
三
億
九
千
何
が
し
と
い
う
こ
の
金
額
に
つ
い
て
、

年
度
あ
る
い
は
四
十
四
年
度
の
中
に
お
い
て
、

思
い
ま
す
。

四
十
三

い
か
よ
う
に
は
か
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と

の
問
題
が
実
は
残
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
い
わ
ゆ
る
住
民
の
福
祉
を
解
決
を
し
て
い
く
、
こ
う
い
う
立

場
か
ら
い
き
ま
す
と
、
私
た
ち
の
取
り
上
げ
方
と
し
て
は
、
三
億
九
千
何
が
し
と
い
う
金
額
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
剰
余
金
で

うて
使いし
い< t：： 
方よが
とう．つ
V なて

うそ‘
のうこ
にいの

十う剌
分使余
留い金
意方の
をに使
し‘ぃ
てわ方
いかに
くりつ
必やい
要すて
がくは
あい決
るえ算

んば委
じ‘員
や市会
な民の

い要中
か求で
‘がも
こー出
のつる
ょでん
うもじ
に二ゃ

実つな
はでい

考．もか
え解と
る決思
わをい
けし．ま
でてす
す．いが
°.．<、

・よ ．市
、う民
な．．が

‘納
そ得
ぅ•を
V 、し

そ
う
い
う
こ
と
で
、
剰
余
金
の
取
り
扱
い
方
等
に
つ
き
ま
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
期
の
予
算
編
成
の
中
で

．
も
有
効
に
そ
こ
ら
あ
た
り
の
こ
と
を
含
め
て
編
成
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
い
う
こ
と
を
要
望
し
て
、
詳
細
に
つ
い
て
は
特
別
委
晨

会
の
中
で
い
ろ
い
ろ
と
お
尋
ね
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
の
要
望
だ
け
に
と
ど
め
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

0
大
島
武
雄
君

四
十
二
年
度
の
監
査
委
員
の
出
さ
れ
た
審
査
意
見
書
の
中
で
、
四
ペ
ー
ジ
の
上
の
ほ
う
に
あ
り
ま
す
が
、

に
本
市
発
展
に
即
応
す
る
道
路
、
下
水
、
住
宅
等
都
市
整
備
対
策
事
業
そ
の
他
増
大
す
る
行
政
需
要
に
対
処
す
る
た
め
琳
源
の
確
保
と
充

実
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
」
と
、
あ
る
い
は
「
事
務
事
業
の
機
械
化
」
あ
る
い
は
「
合
理
化
等
に
よ
り
経
費
の
節
滅
を
は
か
り
云
々
」
と

こ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
意
見
書
に
出
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
要
約
さ
れ
た
こ
と
に
つ
含
ま
し
て
は
、
委
員
会
等
で
検
討
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
ほ
う
と
し
て
こ
の
意
見
に
対
し
て
四
十
四
年
度
に
は
ど
う
い
う
ふ
う
な
方
向
に
持
っ
て
い
こ
う
と
お

山
本
君
゜

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

が
で
き
る
の
は
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

は
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
う
考
え
ま
す
。

-.J,~ ー



〔
坂
上
長
十
郎
岩
登
壇
〕

〇
諮
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

そ
れ
か
ら
次
に
一
般
会
計
の
ほ
う
で
す
が
、
第
八
款
の
土
木
費
の
い
わ
ゆ
る
明
許
繰
越
費
が
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
。

項
目
に
な
っ
て
分
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
繰
り
越
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
交
渉
の
段
堵
、

と
思
い
ま
す
が
、

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い
を
し
て
お
き
た
い
、
こ
う
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

監
査
委
員
の
ほ
う
か
ら
ご
指
滴
さ
れ
て
お
り
ま
す
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

盤
の
拡
充
、
文
教
施
設
の
充
実
、
こ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
重
点
的
に
四
十
四
年
度
の
予
扉
を
運
営
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

明
許
繰
り
越
し
等
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
予
算
の
決
定
、

で
き
得
る
限
り
今
後
と
も
こ
う
い
う
よ
う
な
明
許
繰
り
越
し
の
な
い
よ
う
に
円
滑
に
事
業
を
は
か
る
よ
う
に
努
力
を
い
た
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

〇
證
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

〔
大
島
武
雄
君
登
壇
〕

0
大
島
武
雄
君

由
で
交
渉
し
た
け
れ
ど
も
こ
う
い
う
わ
け
な
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

た
い
、
こ
う
思
い
ま
す
。

〇
酸
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

〔
土
木
部
長
（
三
輪
喜
代
司
君
）
登
壇
〕

0
土
木
部
長
（
三
輪
喜
代
司
君
）

ま
し
て
は
、
特
に
何
と
申
し
ま
す
か
踏
線
橋
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

う
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
お
く
れ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
本
年
の
四
月
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、

許
繰
り
越
し
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
都
市
下
水
路
の
改
良
貨
で
、
塩
浜
ボ
ン
。
フ
場
の
改
良
工
事
費
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ボ
ン
。
フ
場
そ

の
も
の
が
国
有
財
産
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
現
在
。

そ
れ
か
ら
、

ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
す
か
。

坂
上
君
゜

市
長
は
非
常
に
素
直
で
、
ご
く
簡
単
に
お
っ
し
や
っ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
、
こ
う
い
う
理

土
木
部
長
。

明
許
繰
越
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
く
れ
た
理
由
、
第
八
款
、
こ
れ
だ
け
で
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ

（
大
島
武
雄
君
う
な
づ
く
）
は
い
。
改
良
事
業
の
子
酋
・
八
王
子
線
の
跨
線
橋
栄
設
工
事
費
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き

あ
と
の
事
故
繰
越
は
、
羽
津
山
線
、
札
場
線
、
こ
れ
は
土
地
の
買
収
並
び
に
家
屋
の
移
転
補
償
の
交
渉
が
お
く
れ
た
、
こ

う
い
う
こ
と
で
事
故
繰
り
越
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
設
計
協
談
の
段
階
に
お
い
て
、

た
だ
し
、
現
在
は
全
部
こ
の
工
事
は
完
了
し
、

完
了
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
了
承
願
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

大
島
君
゜

市
長
。

た
と
え
ば
子
酉
・
八
玉
子
線
と
か
、

た
だ
い
ま
の
ご
質
問
に
お
答
え
を
い
た
し
ま
す

C

考
え
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
や
る
か
、

あ
る
い
は
下
水
路
と
か
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
て
す
が
、
こ
れ
を
簡
単
に
こ
の
お
く

四
十
四
年
度
に
お
き
ま
し

C
も
生
活
環
境
の
整
備
と
産
業
基

あ
る
い
は
市
の
事
業
と
の
す
れ
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

国
鉄
と
の
い
ろ
い
ろ
な
折
衝
、

で
、
浙
務
司
と
の
折
衝
そ
の
他
で
お
く
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
新
天
臼
橋
並
び
に
鹿
化
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
架
線
管
理
者
と
の

わ
れ
わ
れ
の
設
計
と
架
線
管
理
者
で
あ
る
県
と
の
間
の
折
衝
の
結
果
、
こ
れ
が
お
く
れ
た
の
で

あ
る
い
は
発
注
も
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
年
度
内
に
全
部
の
工
事
は

お
伺
い
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
と
亮
る

一
6
 

い
ろ
ん
な
費
目
に
、
ょ

一

そ
れ
を
簡
単
に
ご
説
明
願
い

そ
れ
か
ら
あ
そ
こ
の
地
盤
の
関
係
、
こ

五
月
の
本
会
議
で
お
願
い
を
し
て
、
明

-,27-



り
ま
し
た
監
査
委
員
の
歳
入
歳
出
の
決
算
審
査
意
見
書
な
ど
を
拝
見
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
も
う
す
で
に

執
行
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

違
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
ど
も
は
予
算
審
跛
に
は
相
当
の
時
間
を
か
け
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
決
算
に
つ
い
て
は
比
較
的
軽

く
見
る
観
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
よ
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
議
会
と
し
て
も
検
討
の
私
は
余
地
が
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す

特
に
私
は
、
こ
の
監
査
委
員
の
報
告
並
び
に
意
見
書
と
い
う
も
の
は
、
相
当
理
事
者
に
対
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

そ
う
い
う
立
場
か
ら
、
森
監
査
委
員
に
ち
よ
っ
と
一
、
二
伺
い
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
意
見
書
を
私
は
三
十
九
年
、

四
十
一
年
と
、

そ
れ
か
ら
四
十
二
年
の
四
カ
年
の
意
見
書
を
比
較
検
討
す
る
と
、
少
し
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
意
見
書

の
中
の
。
何
か
こ
れ
具
体
的
な
ご
意
図
が
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
。
こ
れ
は
よ
く
見
て
お
る
と
、

は
感
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
か
ご
意
図
が
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

第
二
点
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
の
監
査
意
見
書
の
中
に
幾
多
の
、
資
料
と
し
て
た
く
さ
ん
の
表
が
出
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
は
非
常
に

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
決
算
報
告
書
な
ど
の
あ
の
数
字
を
見
て
お
っ
た
り
、

は
、
な
か
な
か
そ
の
要
点
が
つ
か
め
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
統
計
類
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
な
私
は
価
値
が
あ
る
も
の
だ
と
思
う
の
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
資
料
に
対
し
て
監
査
委
員
は
将
来
、
多
少
の
説
明
並
び
に
ご
意
見
を
加
え
ら
れ
る
ご
意
図
が
な
い
か
。
私
は
こ
こ

で
も
う
先
に
お
願
い
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
統
計
表
に
対
す
る
監
査
委
員
の
所
見
な
ど
を
お
書
き
に
な
る
こ
と
は
、

し
て
並
び
に
市
民
と
し
て
も
私
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ひ
と
つ
森
監
査
委
員
か
ら
簡
単
で
よ
ろ
し
ゅ
う
ご

ざ
い
ま
す
か
ら
、
ご
報
告
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
監
査
委
員
（
森
新
八
君
）

い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、

〔
監
査
委
員
（
森
新
八
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

四
十
二
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
書
、

わ
れ
わ
れ
議
会
と
し
て
は
こ
れ
を
認
定
す
る
だ
け
の
も
の
て
、
予
算
の
審
査
と
は
だ
い
ぶ
立
場
が

監
査
委
員
c

あ
る
い
は
主
要
施
策
の
実
績
報
告
書
、
並
び
に
た
だ
い
ま
大
島
談
員
か
ら
あ

あ
る
い
は
そ
の
施
策
の
実
績
報
告
書
を
見
て
お
っ
て

た
だ
い
ま
坂
上
議
員
か
ら
の
ご
意
見
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
て
、

三
十
八
年
度
よ
り
比
較
較
差
し
て
お
り
ま
す
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
何
か
意
図
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
ぉ
尋
ね
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
別
段
そ
う
し
た
関
係
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
そ
の
年
度
年
度
の
い
わ
ゆ
る
決
算
に
関
す
る
と
こ
ろ
の
審
査
と
い
う
関
係
を
十
分
考
え
ま
し
て
、
私
ど
も
の
考
え
て
お
り
ま
す

こ
と
は
、
決
算
と
は
ご
承
知
の
よ
う
に
市
の
行
政
の
成
果
を
具
体
的
に
数
字
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
と
。

お
け
る
と
こ
ろ
の
計
画
で
あ
る
予
算
に
基
づ
い
て
各
穂
の
事
務
、
事
業
を
行
な
っ
た
結
果
が
ど
う
な
っ
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
を
見
定
め

る
た
め
に
、
締
め
く
く
り
を
つ
け
る
仕
事
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
上
に
そ
う
い
う
観
を
私

ち
よ
っ
と
お
伺
い
を
し
た
い
の
で
ご
ざ

そ
れ
に
対
し
て
私
の
意
見
を
申
し
上
げ
た

そ
の
関
係
に
つ
い
て
内
容
の
、
意
見
の
内
容
が
幾
ぷ
ん
異
な
っ
て
き
て
お
る
が
、

そ
れ
が
決
算
で
あ
る
と
い
う
見
解
の
も
と
に
、
そ
の
意
見
を
書
い
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し

も
の
考
え
て
お
り
ま
す
る
意
見
を
申
し
述
ぺ
て
お
る
、
こ
う
い
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
、
別
段
、

て
、
い
わ
ゆ
る
経
済
情
勢
、
ま
た
は
社
会
情
勢
の
関
係
を
も
勘
案
し
て
そ
の
決
算
の
審
査
の
う
え
に
、
市
長
並
び
に
厳
長
に
対
し
て
私
ど

そ
の
内
容
の
中
に
何
か
意
図
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
お
き
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
参
考
資
料
と
し
て
添
付
し
て
お
り
ま
す
る
各
資
料
の
表
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

申
し
上
げ
ま
し
た
行
政
効
果
と
い
う
も
の
と
、
あ
る
い
は
歳
入
歳
出
の
上
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
前
年
度
、

は
必
要
で
あ
ろ
う
と
い
う
関
係
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
誤
会
人
に
対

四
十
年

わ
れ
わ
れ
談
会
人
と

あ
る
い
は
前
々
年
度
と
い
う
関

係
の
。
ハ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を
参
考
と
し
て
、
将
来
ど
う
あ
る
ぺ
き
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
願
う
う
え
に

そ
う
し
た
部
分
だ
け
を
節
別
に
分
け
て
や
る
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
る
し
、
款
別
に
分
け
て
や
っ
て

い
ま
す
。

し
て
も
大
事
で
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
坂
上
長
十
郎
君

一
番
よ
く
皆
さ
ん
方
に
、

つ
ま
り
、

さ
い
ぜ
ん

一
会
計
年
度
に

-.29- -2ざ―



宮
， 

ノ‘

田

勇

君

長

谷

川

元

君

平

豊

司

君

小

林

哲

夫

君

喜

多

野

等

君

豊

田

稔

君

小

林

喜

夫

ー、．

君君君

早

JII 

正

夫

君

味

岡

郎

伊

藤

信

君

坪

井

妙

子

君

安

垣

勇

君

天

春

文

雄

君

高

橋

力

委
員
会
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り

次
に
、

委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

お
る
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
．
状
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
表
に
よ
っ
て
一
見
し
て
ひ
と
つ
ご
判
断
願
う
と
、
こ
う

い
う
気
持
ち
で
添
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
対
し
て
意
見
何
か
が
つ
け
ば
な
お
け
っ
こ
う
で
あ
る
と
い
う
ご
意
見
の
よ
う
で
ご
ざ

い
ま
し
た
が
、
今
後
ひ
と
つ
十
分
，
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
坂
上
長
十
郎
君

た
だ
い
ま
森
監
査
委
員
か
ら
ご
答
弁
願
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誤
会
人
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
監
査
委
員
も
お

認
め
の
よ
う
に
予
算
執
行
の
効
率
が
ど
う
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
見
た
い
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
監
査
委
員
が
平
素
い

ろ
い
ろ
と
多
方
面
的
に
、
詳
細
に
ご
監
査
を
な
さ
っ
て
お
る
の
で
、
一
番
こ
の
予
算
執
行
の
状
況
は
ご
理
解
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
報
告
意
見
書
と
な
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
、
い
ま
少
し
私
は
意
見
書
の
精
神
を
ご
発
揮
に
な
っ
て
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
う
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
付
録
の
資
料
の
統
計
表
は
将
来
の
参
考
の
た
め
に
と
申
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も

あ
の
統
計
表
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に
将
来
の
参
考
資
料
に
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

知
ら
な
い
も
の
が
見
た
と
き
に
は
、

い
わ
げ
な
ん
で
す
ね
。
‘

だ
か
ら
、

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
監
査
委
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
こ
う
い
う
点
を
ひ
と
つ
ご
検
討
な
っ
て
、
許
さ
れ
る
範
囲
内
に

こ
と
を
ご
要
望
申
し
上
げ
ま
し
て
、
質
問
打
ち
切
り
ま
す
。

お
い
て
監
査
委
員
と
し
て
の
使
命
を
私
は
全
う
し
て
も
ら
い
た
い

他
に
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
会
派
か
ら
選
出
し
た
十
四
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
こ
れ
に
付
託
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

ご
異
談
な
し
と
認
め
ま
す
。

0
議
長

C

（
伊
藤
泰
1

君
）

る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
談
な
し
と
認
め
ま
す
。

君

よ
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
十
四
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
特
別

た
だ
い
ま
設
置
さ
れ
ま
し
た
決
算
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
各
派
に
お
い
て
ご
内
定
願
っ
て
お
り
ま
す
の
で

鐸

以
上
、
十
四
人
を
選
任
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
ぁ
り
ま
せ
ん
か
。

よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
の
十
四
人
の
諸
君
を
決
算
特
別
委
員
会
の
委
員
に
選
任
す

な
お
、
委
員
長
及
び
副
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
本
日
の
散
会
後
直
ち
に
委
員
会
を
開
き
、
互
選
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

ほ
か
に
ご
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
坂
上
長
十
郎
君
登
壇
〕

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〇
諧
長
盆
伊
藤
泰
一
君
）

坂
上
君
゜

-3/-
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四

日

市

市

議

会

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
九
日

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た

次
会
は
、
来
た
る
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。

本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
時
三
十
一

ヘ

牙

三

号

）

一
分
散
会

し
ま
し
た
。
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第

町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

第

一

談

案

第

九

七

号

第

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
九
日
（
火
曜
日
）

第
三
号

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
九
日
（
火
）
午
前
十
時
開
議

議
案
第
一

0
0号

議
案
第
一

0
0号

0
出
席
議
員
（
三
十
九
名
）

町
及
び
字
の
区
城
並
び
に
名
称
の
変
更
に
つ
い

第

一

識

案

第

九

七

号

0
議

事

日

程

才
―
―
―
号

昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並

ヽ

ク・

“
 

び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
：

．．．．．．．． 
委
員
長
報
告
：
質
疑
、
討
論
、
議
決

て
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
議

案

説

明

：

ク

、

0
本
日
の
会
談
に
付
し
た
事
件昭

和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

樗

和

四

一

十

三

狂

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

米

田

好

兼

速

記

IV 
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0
市
議
会
事
務
局

〇
顕
案
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

〇
欠
席
談
員
（
五
名
）

誤

事

係

長

卜

坂

ー

靖

君

次

長

森

正

太

郎

君

事

務

局

長

菊

地

英

也

君

代
表
監
査
委

員

森

新

八

君

消

防

長

富

山

光

君

教

育

長

栗

林

武

男

君

副

収

入

役

村

木

喜

代

次

君

建

設

部

長

園

浦

和

己

君

土

木

部

長

輪

喜

代

司

君

衛

生

部

長

中

山

英

郎

君

厚

生

部

長

小

西

忠

臣

君

産

業

部

長

阿

南

輝

彦

君

税

務

部

長

伊

藤

涼

君

総

務

部

長

平

井

清

君

市

長

公

室

長

谷

沢

文

男

君

収

入

役

庄

司

良

君

助

役

加

藤

寛

嗣

君

助

役

岩

野

見

斉

君

市

長

九

鬼

喜

久

男

君

山

ロ

信

生

君

矢

田

繁

郎

君

藤

井

泰

治

郎

君

谷

ロ

専

九

君

笠

田

七

衛

君

吉

垣

照

男

君

山

本

勝

君

山

中

忠

君
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を
加
え
、
抜
本
的
な
対
策
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
。

一，
 

3
 

一
般
会
計
一

昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
決
算
特

当
委
員
会
は
、
去
る
十
三
日
議
長
招
集
の
も
と
に
委
員
会
を
開
催
、
ま
ず
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
委
員
長
に
私

副
委
員
長
に
坪
井
委
員
が
選
任
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

次
い
で
、
十
四
日
、
十
五
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
ま
し
て
慎
重
な
内
容
の
審
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
審
査
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
監
査
委
員
か
ら
総
括
的
な
説
明
を
求
め
、
さ
ら
に
各
部
門
の
関
係
理
事
者
か
ら
詳
細
な
説
明
を
聴
取
し
、
予
算
執
行
の
適
否
、

行
政
効
果
、
収
支
の
適
法
性
等
を
中
心
と
し
て
検
討
を
加
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、

の
他
の
財
源
の
確
保
と
充
実
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
。

以
上
の
意
見
を
付
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

て
、
そ
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
特
に
質
疑
並
び
に
意
見
の
あ
り
ま
し
た
諸
点
に
つ
い

そ
の

総
括
し
て
各
会
計
の
執
行
状
況
を
見
ま
す
と
、
歳
入
に
お
き
ま
し
て
は
、
歳
入
予
算
現
額
九
十
五
億
二
千
九
百
六
十
七
万
八
千
八
百
三

十
九
円
、
収
入
済
額
九
十
七
億
七
千
八
百
九
万
二
千
五
百
六
十
円
で
あ
り
、
予
算
現
額
に
対
し
て
一

0
ニ
・
六

0
％
の
収
入
増
と
な
っ
た

十
五
億
二
千
九
百
六
十
七
万
八
千
八
百
―
―
―
十
九
円
、
支
出
済
額
九
十
億
一

の
で
あ
り
ま
す
。
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
歳
出
予
算
現
額
九

千
五
十
一
万
六
千
七
百
九
十
四
円
で
あ
り
、

そ
の
執
行
率
は
九
四
・
五
五
％
と
な
り
、
差
し
引
き
残
額
は
七
億
六
千
七
百
五
十
七
万
五
千

な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
明
許
繰
越
額
及
び
事
故
繰
越
額
の
財
源
一
億
三
千
百
十
一
万
円
が
含
ま
れ
て
お
り

七
百
六
十
六
円
と

こ
れ
を
差
し
引
き
ま
し
た
六
億
三
千
六
百
四
十
六
万
五
千
七
百
六
十
六
円
が
実
質
収
支
額
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
よ
り
勘
案
し
て
、
本
委
員
会
は
監
査
委
員
の
審
査
意
見
を
将
来
の
財
政
計
画
並
び
に
運
営
の
た
め
妥
当
な
内
容
と
認
め
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
昭
和
四
十
二
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
な
お
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
次
の
意
見
を
付
し
て
認
定
す
ぺ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

一
、
予
算
の
執
行
に
際
し
、
こ
れ
を
弾
力
的
に
運
用
し
、
行
政
の
円
滑
化
と
効
率
化
を
は
か
ら
れ
る
と
と
も
に
、
市
税
そ

一
、
市
立
印
刷
所
会
社
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
と
実
態
に
つ
い
て
十
分
調
査
検
討

別
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

0
決
算
特
別
委
員
長
（
味
岡
一
郎
君
）

〔
決
算
特
別
委
員
長
（
味
岡
一
郎
君
）
登
壇
〕

味
岡
君
゜

本
件
に
関
す
る
決
算
特
別
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

日
程
第

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
事
日
程
第
三
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、

な
お
、
議
事
説
明
者
中
、
教
育
次
長
は
欠
席
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
九
十
七
号
昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
咎
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
づ
い
て

日
程
第
一
、
議
案
第
九
十
七
号
昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認

本
日
の
出
席
巖
員
は
、
三
十
五
名
で
あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

午
前
十
時
五
分
開
議

た
だ
い
ま
か
ら
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

主

事

板

崎

大

之

丞

君

主

事

柴

田

静

一

良

君

k
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お
そ
れ
も
あ
り
、

有
形
、

無
形
の
文
化
財
の
保
護
と
保
存
に
つ
い
て
積
極
的
な
態
度
で
臨
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
い
意
見
が
あ
り
、
ま

教
育
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
地
域
開
発
に
よ
っ
て
、
本
市
に
お
い
て
も
今
後
文
化
財
が
失
わ
れ
て
い
く

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

消
防
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

火
災
の
原
因
、

予
防
の
対
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ほ
か
、
消
防
分
団
の
あ
り
方
、

経
常
費
に

要
望
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、

一
段
の
努
力
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

で
あ
る
の
で
、

実
質
的
な
事
業
量
の
増
加
に
意
を
用
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、

年
次
計
画
を
も
っ
て
着
実
に
事
業
の
進
展
を
は
か
り
市
民
の

次
に
、
土
木
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
繰
り
越
し
の
原
因
、
道
路
舗
装
の
現
況
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
種
々
論
議
さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
人
件
費
、
原
材
料
費
の
高
騰
は
予
算
額
の
増
高
を
上
回
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
事
業
量
の
伸
び
は
ほ
と
ん
ど
な
い
現
状

い
ま
す
。

直
し
を
す
ぺ
き
時
期
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

述
べ
ま
し
た
中
央
卸
売
市
場
の
建
設
に
つ
い
て
、
消
費
者
行
政
と
し
て
の
立
場
か
ら
十
分
配
慮
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
た
次
第
で
ご
ざ

再
検
討
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、

先
に

商
工
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

環
境
改
善
設
備
資
金
の
活
用
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ほ
か
、
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
根
本
的
な
手

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

い
て
目
下
検
討
中
で
あ
る
と
の
説
明
を
了
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

営
農
指
導
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
、

十
分
配
慮
さ
れ
る
ぺ
き

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
卸
売
市
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

す
で
に
収
集
さ
れ
ま
し
た
調
査
資
料
に
基
づ
き
、

そ
の
設
置
方
法
等
に
つ

農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
種
補
助
金
の
効
果
、

資
金
融
資
貸
付
の
現
状
、

公
設
中
央
卸
売
市
場
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

重
な
行
政
指
導
を
も
っ
て
臨
ま
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
清
掃
事
業
に
対
す
る
市
民
の
要
望
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
収
集
区
域
の
拡

大
に
つ
い
て
さ
ら
に
一
段
の
努
力
と
熱
意
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
ほ
か
、
民
間
業
者
に
お
け
る
不
法
投
棄
料
金
の
適
正
化
等
に
つ
い
て
厳

次
に
、

衛
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
、

モ
ニ
タ
ー
制
度
の
効
果
、
清
掃
手
数
料
の
減
少
に
よ
る
事
業
の
実
情
等

民
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

同
和
対
策
事
業
の
科
目
新
設
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
と
の
強
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
す
が
、

条
例
定
数
の
確
保
、

嘱
託
、

臨
時
職
員
の
位
馘
つ
け
に
つ
い
て
今
後
の
人
事
行
政
上
の
間
題
点
と
し
て
、

十
分
検
討
す
べ
き
で

て
軽
自
動
車
税
、
電
気
ガ
ス
税
の
未
収
分
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ほ
か
、
不
納
欠
損

歳
入
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
税
に
つ
き
ま
し

い
て
十
分
検
討
を
加
え
、
善
処
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
使
用
料

処
分
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
そ
の
方
法
等
に
つ

及
び
手
数
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
宅
使
用
料
の
徴
収
率
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ほ
か
、
清
掃
手
数
料
の
減
収
に
つ
い
て
、

原
因
が
交
通
事
情
の
悪
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
い
な
が
ら
、

て
臨
む
べ
き
で
あ
り
、
今
後
十
分
注
意
さ
れ
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
状
を
的
確
に
把
握
し
て
、
早
急
な
対
策
を
も
っ

れ
は
現
在
訴
訟
中
の
平
和
町
に
か
か
る
三
十
一
年
度

財
産
収
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
産
貸
付
収
入
の
未
収
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ

か
ら
四
十
年
度
ま
で
の
貸
付
代
金
で
あ
り
、

な
お
、
廃
棄
処
分
に
か
か
る
物
品
の
売
り
払
い
に
つ
い
て
は
、

り
ま
し
た
。

を
要
求
さ
れ
て
お
り
、

そ
の

そ
の
減
収
が
直
接
市
民
の
生
活
に
影
器
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の

き
た
い
旨
、
理
珀
者
か
ら
説
恥
が
あ
り
ま
し
た

そ
の
裁
判
の
推
移
を
見
な
が
ら
善
処
し
て
い

そ
の
運
用
に
つ
い
て
迅
速
化
を
は
か
ら
れ
る
ぺ
き
て
あ
る
と
の
要
望
が
あ

て
、
発
展
す
る
都
市
行
政
に
即
応
す
る
た
め
の
談
員
活
動
は
ま
す
ま
す
活
発
化

次
に
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
誤
会
費
に
つ
き
ま
し

そ
の
調
査
に
要
す
る
旅
費
等
に
つ
い
て
は
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ヵ
特
に
論
諮
さ
れ
ま
し
た
の

総
務
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
研
修
の
効
果
、
交
際
費
の
支
出
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ほ
：
、

は
職
員
定
数
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
条
例
定
数
と
予
算
定
数
の
関
係
、
嘱
託
、
臨
時
職
員
と
の
関
連
等
に
つ
)
て
た
だ
し
た
の
で
あ
り

~
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0
議
長

ぉ
答
え
い
た
し
ま
す
。

た
、
北
高
校
の
未
買
収
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
善
処
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
要
望
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

処
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
営
魚
市
場
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
遠
冷
蔵
の
進
出
決
定
に
伴
い
、
荷
受
け
機
関
の

次
に
、
各
特
別
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
、
競
輪
事
業
会
計
に
つ
き
ま
し
て
、
開
催
時
に
お
け
る
交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
早
急
に
遥

育
成
に
つ
い
て
積
極
的
な
行
政
指
導
を
行
な
う
よ
う
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
洗
便
所
の
普
及
に
つ
い
ヤ
陣
び
悩
み
と
な
っ
て
い
る
隣
路
を
早
急
に
是
正
し
、

以
上
の
経
過
を
も
ち
ま
し
て
、

昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
篇
を
認
定
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ご

れ
は
も
ち
ろ
ん
理
事
者
の
良
識
の
い
た
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
他
面
、
監
査
委
員
各
位
が
例
月
検
査
等
に
お
い
て
厳
重
な
る
検
査

を
執
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、

こ
こ
に
監
査
委
員
各

日
常
支
出
事
務
に
つ
い
て
適
切
な
る
ご
指
埠
を
賜
わ
り
ま
し
た
証
’
こ
C

あ
り
ま
し
て
、

以
上
、
本
委
員
会
の
審
査
結
果
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
、
ご
質
疑
が
ま
り
ま
し
た
ら
ご
発
言
聞
い
主
す
。

〔
決
算
特
別
委
員
長
（
味
岡
一
郎
君
）
登
壇
〕

0
決
算
特
別
委
員
長
（
味
岡
一
郎
君
）

（
伊
藤
泰
一
君
）

味
岡
君
゜

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
ま
す
。

当
然
論
誤
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、

予
算
を
編
成
す
る
過
程
で
ど
こ
か
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
が
、

そ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
の
ご
論
酸
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぉ
聞
か
せ

政
策
が
明
確
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

こ
の
決
算
識
会
は
、

四
十
四
年
度
予
算
編
成
に
重
要
な
資
料
を
与
え
る
も
の
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に

す
。 す

か
ら
、

他
の
都
市
と
違
っ
て
初
め
か
ら
市
長
が
政
策
を
持
ち
、
議
会
並
び
に
市
民
に
公
約
を
し
た
こ
と
は
実
現
可
能
な
都
市
で
あ
り
ま

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

四
日
市
市
は
基
準
財
政
需
要
額
に
対
し
て
十
数
億
円
の
収
入
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま

予
算
は
市
長
が
就
任
直
後
の
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

市
長
の
政
策
が
そ
う
明
確
に
は
あ
ら
わ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

な
お
も
う
一
点
は
、

と
か
く
四
日
市
は
政
治
あ
っ
て
も
政
策
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

四
十
二
年
度

っ
た
か
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
、
そ
う
い
っ
た
点
に
つ
き
ま
し
て
ご
討
議
が
ご
ざ
い
ま
し
た
か
ど
う
で
す
か
。

さ
ら
に
、

そ
れ
に
対
し
て
当
司
の
お
考
え
が
ど
う
で
あ

る
例
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
違
法
で
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
者
に
対
す
る
給
与
の
支
出
は
不
当
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す

り
ま
せ
ん
が
、

も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
一
年
間
に
こ
こ
で
約
束
せ
ら
れ
た
こ
と
が
実
現
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
わ
か

正
規
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
嘱
託
の
職
員
を
慨
い
て
い

特
に
教
育
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、

当
然
、

に
し
て
い
き
た
い
、

と
い
う
意
味
の
ご
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
四
十
二
年
の
三
月
の
議
会
で
あ
り
ま
す
が
、

に

月
議
会
に
お
き
ま
し
て
私
が
こ
の
席
上
で
市
当
局
に
た
だ
し
ま
し
た
。
市
当
局
と
し
て
は
、

嘱
託
職
員
と
い
う
の
を
滅
ら
し
て
正
規
職
員

職
員
の
定
数
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

手
元
に
条
例
定
数
、

く
経
過
の
ご
報
告
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
訓
覇
也
男
君
長
時
間
、

熱
心
に
ご
審
謡
を
い
た
だ
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

〔
訓
覇
也
男
君
登
壇
〕

訓
覇
君
゜

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

位
の
ご
苦
労
に
対
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

生
の
改
善
に
万
全
を
期
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
定
数
の
一
覧
表
を
い
た
だ
キ
J

ま
し
た
が
、

四
十
二
年
幻

も
う
少
し
次
の
ご
'
5
(
'

し
つ
い
て
姿
員
長
か
ら
詳
し
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お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
誤
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
談
案
第
百
号
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、

職
員
の
定
数
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
談
員
か
ら
熱
心
な
ご
意
見
が
出
ま
し
た
。

と
下
限
に
つ
い
て
委
員
と
の
間
に
意
見
の
食
い
違
い
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
結
司
論
議
の
末
、
嘱
託
職
員
は
正
規
の
職
員
と
し
て
採

用
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
内
訳
と
し
て
は
、
長
期
欠
勤
者
、

こ
と
。
ま
た
、
季
節
的
な
人
員
増
に
よ
る
埋
め
合
わ
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
説
明
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
待
遇
に
つ
い
て

は
確
か
に
低
い
の
で
、
今
後
そ
の
地
位
の
引
き
上
げ
に
最
高
の
努
力
を
す
る
と
い
う
約
束
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
了
と
い
た
し

第
二
点
の
市
長
の
政
策
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
は
、

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
討
論
の
通
告
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

〇
諮
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

本
決
算
に
対
す
る
委
員
長
の
報
告
は
、
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
決
算
は
、
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
認
定
す

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

日
程
第
二

ほ
と
ん
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
異
談
な
し
と
認
め
ま
す
。

ご
異
談
な
し
と
認
め
ま
す
。

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

よ
っ
て
、
殿
案
第
九
十
七
号
昭
和
四
十
二
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び

次
に
、
議
案
第
百
号
町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

談
案
第
百
号
は
、
本
年
度
の
住
居
表
示
整
備
事
業
実
施
に
伴
い
、
住
居
表
示
審
該
会
の
答
申
と
法
定
の
公
示
手
続
を
経
て
、
お
手
元
の

別
図
ー
に
示
す

O・

一
三
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
字
の
区
域
及
び
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
す
る
高
浜
町
及
び
新
浜
町
の
区
域
に
編
入
し

別
図
二
に
示
す
羽
津
、
東
橋
北
、
港
及
び
浜
田
地
区
に
お
け
る
一
・
八
四
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
名
称
を
、

別
図
三
に
示
す
町
及
び
名
称
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

別
段
｀
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
談
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
審
誤
い
た
だ
き
、
ご
決
議
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
壇
〕

市
長
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

議
案
第
百
号
町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

る
こ
と
に
ご
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
は
、
誠
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

J

れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

他
に
ご
質
疑
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
し
て
認
定
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一

直
ち
に
採
決

s“
 

一

そ
れ
に
対
し
ま
し
て
人
事
課
長
よ
り
定
数
の
上
限

あ
る
い
は
産
休
職
員
の
補
助
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

ーダダー



会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

ご
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。

〔
「
異
談
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

0
議
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

ご
異
義
な
し
と
認
め
ま
す
。

署

名

議

員

小

林

喜

夫

署

名

誤

．

員

山

中

忠

伊

藤

泰

よ
っ
て
、
酸
案
第
百
号
町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
臨
時
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
殿
を
閉
じ
、
十
一
月
臨
時

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
践
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
は
、
賎
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

午
前
十
時
三
十
二
分
閉
会

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

四
日
市
市
駿
会
議
長

ーダる一
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